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来
た
人
か
ら
帰
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。
基
本

的
な
問
題
を
間
違
え
ず
に
早
く
解
く
と
い
う
今
ま
で
と
は
違

う
も
の
で
す
。
さ
ら
に
12
月
か
ら
2
月
の
90
日
間
、
一
つ
上

の
志
望
校
を
目
指
せ
る
20
～
30
点
ア
ッ
プ
を
目
標
に
、
ほ
ぼ

毎
日
、
塾
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
過
去
27
年
間
の
卒
業

生
は
15
の
春
を
経
験
し
、
そ
の
こ
と
が
社
会
に
出
て
か
ら
の

自
信
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
教
師
を
目
指
し
て
い
た
富
原
中
出
身
の
藤
女
子
大

の
廣
谷
玲
さ
ん
か
ら
、
教
員
採
用
試
験
に
合
格
し
た
と
い
う

電
話
を
も
ら
い
ま
し
た
。
彼
女
の
年
か
ら
裁
量
問
題
が
採
用

さ
れ
、
全
然
で
き
な
か
っ
た
と
泣
き
な
が
ら
塾
で
自
己
採
点

を
を
や
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
幣
舞

中
出
身
で
放
射
線
技
師
を
目
指
し
て
い
た
住
川
真
由
さ
ん
か

ら
も
釧
路
市
立
病
院
か
ら
内
定
を
も
ら
っ
た
と
電
話
を
も
ら

い
ま
し
た
。
優
秀
だ
か
ら
で
も
な
く
、
運
が
い
い
か
ら
で
も

★ 

11 

月 

、
入 

試 

ま 

で 

１ 

２ 

０ 

日 

★

　

11
月
、
中
学
校
は
定
期
テ
ス
ト
が
あ
り
ま
す
。
特
に
中
3

生
は
3
日
に
学
力
コ
ン
ク
ー
ル
、
5
日
に
学
力
Ｃ
テ
ス
ト
と

テ
ス
ト
が
続
き
ま
す
。
日
頃
の
学
習
の
成
果
を
発
揮
で
き
る

よ
う
に
し
っ
か
り
テ
ス
ト
勉
強
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

各
学
校
ご
と
の
テ
ス
ト
範
囲
の
問
題
に
徹
底
し
て
学
習
す

る
、
定
期
テ
ス
ト
対
策
の
１
０
０
０
分
特
講
は
7
日
、
8
日

に
実
施
し
ま
す
。
定
期
テ
ス
ト
の
結
果
は
高
校
入
試
で
の
合

否
に
大
き
く
影
響
す
る
内
申
点
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

　

実
際
、
今
年
の
入
試
で
Ｆ
ラ
ン
ク
１
９
１
点
で
北
陽
高
校

に
不
合
格
だ
っ
た
生
徒
が
い
ま
す
。
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
は
取
り
返
し
が
で
き
ま
せ
ん
。
1
・
2
年
生
も
ま
だ
先
の

こ
と
と
気
を
抜
か
ず
に
、
各
テ
ス
ト
ご
と
に
目
標
を
決
め
取

り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
中
学
生
も
高
校
生
も
で
す
が
、

部
活
に
大
き
く
時
間
を
費
や
し
、
勉
強
す
る
時
間
が
少
な
く

結
果
と
し
て
勉
強
と
部
活
の
両
立
が
出
来
て
い
な
い
ケ
ー
ス

が
目
立
ち
ま
す
。
そ
う
い
う
生
徒
の
ほ
と
ん
ど
は
将
来
に
対

す
る
目
標
（
志
望
校
や
職
業
）
の
設
定
が
曖
昧
で
、
ど
っ
ち

つ
か
ず
の
結
果
に
な
り
、
後
で
困
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
い
ま
、
何
を
や
っ
て
い
る
か
で
自
分
の
将
来
が
決
ま

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
く
ら
い
現
実
の
社
会
は
厳
し

い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
る
人
が
、「
学
校
は
勉
強
の
仕
方
を
習
う
と
こ
ろ
で
、
社

会
に
出
て
か
ら
本
当
の
勉
強
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
全
く
そ
の
通
り
で
す
。

　

中
3
生
は
Ｃ
テ
ス
ト
が
終
わ
る
と
学
力
Ａ
・
Ｂ･

Ｃ
の
平
均

点
が
出
ま
す
が
、
そ
れ
で
志
望
校
が
確
定
す
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
入
試
勉
強
が
始
ま
り
ま
す
。

　

14
日
の
土
曜
日
か
ら
基
礎
を
復
習
す
る
土
曜
特
講
（
12
時

30
～
）
が
始
ま
り
ま
す
。
大
量
の
基
本
問
題
を
解
い
て
、
出

な
く
、
ひ
た
す
ら
努
力
し
た
か
ら
自
分
の
目
指
す
も
の
に
到

達
し
た
の
で
す
。
大
事
な
の
は
目
標
に
向
け
た
努
力
で
す
。

　

写
真
右
下
の
2
枚
の
二
人
は
8
期
生
で
富
原
中
出
身
の
石

山
君
（
左
中
）
と
佐
々
木
君
（
右
中
）
二
人
は
小
学
校
か
ら

仲
が
よ
く
一
緒
に
野
球
を
や
り
、
中
学
校
、
高
校
で
も
3
年

間
野
球
を
続
け
33
歳
の
社
会
人
と
な
っ
た
今
も
野
球
を
や
っ

て
い
ま
す
。
石
山
君
は
言
語
聴
覚
士
の
資
格
を
持
ち
、
札
幌

で
障
が
い
児
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
施
設
長
と
し
て
、
佐
々

木
君
は
釧
路
北
病
院
の
作
業
療
法
士
主
任
と
し
て
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。（
中
1
の
と
き
学
年
１
４
０
番
で
し
た
）

　

話
を
聞
く
と
、
そ
れ
ぞ
れ
責
任
の
あ
る
立
場
で
仕
事
は
大

変
な
よ
う
で
す
が
、
ス
テ
ッ
プ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
目
標
で
あ
る

「
社
会
の
役
に
立
て
る
人
に
な
る
こ
と
」を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

彼
ら
も
、
今
の
若
い
子
た
ち
が
過
保
護
や
過
干
渉
、
建
前

論
の
中
で
育
っ
た
結
果
と
し
て
社
会
に
出
て
か
ら
通
用
し
な

い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
ま
し
た
。
が
ん
ば
ろ
う
！
み
ん
な
。
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中 学 2 年 生 の 学 習 風 景

 　中学３年生入試まで１２０日、学力Ｃテスト対策授業　　　 　 差し入れのお菓子も

とりあえず腹ごしらえの高校生　     とにかく、高 1、高 2 をしっかり勉強しておかないと後で大変に。目標も明確に！

   かぶと虫を埋葬する菅原君と松岡君      　  高２生、修学旅行のおみやげを           　           8 期生の石山君と佐々木君と４人で居酒屋で５時間半も



　『ビートたけしが安倍政権の道徳教育を真っ向批判！』
「道徳を守れないお前らが道徳を語るな」

「日本の道徳観は単なる郷愁だ」
　来年夏の参院選以降、ついに憲法改正に取り組むと表明している安倍晋三首相だ

が、彼にとって憲法改正と同様に悲願のひとつに「道徳の教科化」がある。安倍首

相は第一次政権時にも道徳の教科化に乗り出したが、「人の心に成績をつけるのか」

と非難が相次ぎ、あえなく挫折。だが、今度は満を持して、小学校では来年 2016

年に、中学校は 17 年に教科書検定が行われ、そこから 2 年後には道徳が「特別な

教科」として授業が行われることになっている。

　もともとはいじめ対策の一環として打ち出された道徳の教科化だが、そんなもの

は後付けにすぎず、真の目的は「愛国心教育」にある。事実、第一次政権で改定し

た教育基本法でも「愛国心」と「公共の精神」を盛り込み、安倍首相は「日本人と

してのアイデンティティをしっかりと確立していくことも大切だ」と発言。いわば

今度の教科化は、愛国教育によって軍国主義に駆り立てた戦前の「修身」の復活を

目論んでいるのは明白だ。

　こうした動きに対して危機感を募らせている人は多いが、そんななか、あの有名

人が一冊の道徳本を出版した。北野武の『新しい道徳 「いいことをすると気持ち

がいい」のはなぜか』（幻冬舎）だ。

　タイトルだけを見ると、押しつけがましそうなうさん臭さがプンプンするが、中

身は意外にも、道徳そのものを疑い、問い直す内容だ。そもそも道徳とは何かとい

うことを、たけしはこう綴る。〈道徳なんてものは、権力者の都合でいくらでも変

わる。

　少なくとも、いつの時代も、どんな人間にとっても通用する、絶対的な道徳はな

いっていうことは間違いない。それだけは頭に入れておいた方がいい〉

〈道徳は社会の秩序を守るためのもの……といえば聞こえはいいけれど、それはつ

まり支配者がうまいこと社会を支配していくために考え出されたものなんだと思

う〉そして、文科相の学習指導要領の「社会全体のモラルが低下している」という

一文には、〈俺の個人的感想をいわせてもらえれば、社会のモラルは良くなった気

がする〉〈モラルが低下したというのは、要するに自分のモラルに自信がなくなっ

ているということだろう〉という。

〈学習指導要領には、「児童の道徳性の育成に、大きな影響を与えている社会的風潮」

のひとつとして、「物や金銭等の物質的な価値や快楽が優先される」とある。

　それはあんたたちのことだろう！　と、とりあえずツッコんでおく。景気が良く

なれば、世の中すべてが上手くいくみたいなことをいっているのは、いったいどこ

の誰だろう〉

　たけしの道徳教育へのツッコミは、こうした「大人がエラそうに上から子どもに

言う資格があるのか」という点にある。たとえば、学習指導要領には「正直に明る

い心で元気よく生活する」「友達と仲よくし、助け合う」といった、一見すると害

のない言葉がならぶが、たけしはこれも欺瞞だという。

〈正直に生きるとか、みんな仲良くするってことを突き詰めたら、どうしたって商

売とか経済活動を否定しなきゃいけなくなる。（中略）

　南北問題にしても、結局は誰かが儲けりゃ誰かが損するという話を、地球規模で

やっているだけの話だ。（中略）

　人件費が日本の何分の一っていう国があるから、日本の経済は成り立っている。

俺たちが豊かな暮らしを享受しているのは、どこかの国の貧困のおかげだ。

　その貧乏な国を豊かにするためには、日本はある程度、自分たちの豊かさを犠牲

にしなきゃいけないわけだ。

　そういうことを、学校の先生は子どもたちに話しているのだろうか。

　話している先生もいるかもしれないが、少なくともこの国では、そういう先生は

あんまり出世しないだろうなあとも思う。　そんな状況で、子どもに道徳を教えるっ

てこと自体がそもそも偽善だ〉　そんな「偽善」の極みが、いじめの問題だ。いじ

め対策から端を発した道徳の教科化だが、たけしは〈ものすごく単純な話で、子ど

もたちに友だちと仲良くしましょうっていうなら、国と国だって仲良くしなくては

いけない。子どもに「いじめはいけない」と教育するなら、国だってよその国をい

じめてはいけない。武器を持って喧嘩するなんて、もってのほかだ〉と鋭くツッコむ。

〈「隣の席のヤツがナイフを持っているので、僕も自分の身を守るために学校にナイ

フを持ってきていいですか」って生徒が質問したとして、「それは仕方がないですね」

と答える教師はいるだろうか。いるわけがない。

　だとしたら、隣の国が軍備拡張したからって、我が国も軍備を増強しようってい

う政策は、道徳的に正しくないということになる。いかなる理由があっても喧嘩を

してはいけないと子どもに教えるなら、いかなる理由があろうと戦争は許されな

いってことになる。（中略）

　ところが、大人たちはどういうわけか、そっちの話には目をつぶる。

　子どもの道徳と、国家の道徳は別物なのだそうだ。戦争は必要悪だとか、自衛の

ためには戦争も辞さぬ覚悟が必要だなんていったりもする〉

　ここでたけしは「戦争反対といいたいわけじゃない」と述べる。〈道徳を云々す

るなら、まずは自分が道徳を守らなくてはいけない。それができないなら、道徳を

語ってはいけないのだ〉と言うのだ。つまり、安倍首相およびそのシンパがやって

いることや言っていることは筋が通っていないじゃないか、という話である。

また、安倍首相は道徳教育について「（日本古来の）伝統と文化を尊重する」「郷土

愛、愛国心をちゃんと涵養する」と話すが、日本の伝統・文化からもたらされる道

徳とは何か。これについても、たけしは切り込む。

〈誰もが田んぼを作っていた時代に、「和をもって貴となす」という道徳には根拠が

あった。田んぼの水は公共財産みたいなものだから、誰かが勝手なことをして、水

を自分の田んぼにだけ引いたりしたら、他の人が生きられない。田植えにしても稲

刈りにしても、近所や親戚が協力してやるものだった。周囲との衝突を嫌う日本の

文化が、日本的な道徳の根拠だろう。

　だけど、そういう時代はとっくの昔に終わってしまっている。（中略）

　昔ながらの日本的な道徳観を支えているのは、単なる郷愁くらいのものなのだ〉

　　絶対的な道徳など、この世にはない。だから、たけしは道徳を〈牧場の柵〉と

表現する。〈牧場の持ち主が変われば、柵のカタチや場所が変わる。昨日まで自由

に行き来できたところが、いきなり立ち入り禁止になったりもする〉からだ。日本

は敗戦によって〈戦前の道徳がひっくりかえって〉、道徳よりも経済活動に邁進し

たが、〈今頃になって、日本人はエライとかスゴイとか、日本人の道徳を取り戻せ

なんていい出したのは、その反動に違いない〉とたけしは看破する。そして、こう

続ける。〈誰かに押しつけられた道徳に、唯々諾々と従うとバカを見る。それはもう、

すでに昔の人が経験済みのことだ〉と。

　ちなみに、本書のタイトルにある『「いいことをすると気持ちがいい」のはなぜ

か』というのは、現在の道徳では〈年寄りに席を譲るのは、「気持ちいいから」〉と

子どもに説明がなされていることから来ている。たけしはこれを〈誰かに親切にし

て、いい気持ちになるっていうのは、自分で発見してはじめて意味がある〉とし、「い

いことしたら気持ちいいぞ」と煽る道徳の教科書を〈まるで、インチキ臭い洗脳だ〉

と切り捨てている。

　道徳教育への真っ当な批判──。たけしがいま、これだけの思いをもっているの

なら、テレビでも同様に主張を繰り広げてほしいものだが、やはりこれは本という

かたちだから実現したのだろう。というのも、「最近、テレビじゃ何も面白い事が

いえなくてムカムカしてるんだ」（小学館「SAPIO」5 月号）と言いながら、同時

期に出演した『ワイドナショー』（フジテレビ）では、「（テレビで）本質を突いたら、

結局プレッシャーかかるに決まってるんだから」と諦めモードだったからだ。

　しかし、本書で述べていたように、上から押さえつけられ、ただハイハイと従っ

ていずれ〈バカを見る〉のは、たけしだって同じではないのだろうか。だからテレ

ビでも、本書に綴ったこの言葉を、たけしには口に出して言ってほしいと思うのだ。

〈結局、いいたいことはひとつなんだから。「道徳がどうのこうのという人間は、信

用しちゃいけない」                                                        ＬＩＴＥＲＡ　10.24
『 イ ル フ ァ ー 釧 路 』
　イルファー釧路が稲田頼太郎氏の主宰するケニ

ア医療支援に係わって 15 年。当初は住民の 20％

以上が HIV に感染し、すさまじい感染爆発が起

こっていました。無料 HIV 検査による感染者の

拾い上げとケアを行ってきた 15 年間に、ケニア

はどう変わり、どう変わらなかったのでしょう。

そしてこれからの活動はどこに向いていくので

しょうか。今年の師走講演会で 3 度目の登場とな

る稲田氏をお招きし、ケニアに移り住んでまで

日々格闘する彼から直接聞いてみたい。そして、

日本赤十字から海外事業管理要員としてケニアに

派遣され、8 年もの間ケニアとその周辺地域の保健衛生活動に従事してきた五十嵐真希さん。

と同時にケニアでのイルファーの医療活動にも献身的に係わってくれた女神です。彼女は今

年ケニアを離れて、現在シリア難民問題などを中心として中東・北アフリカ地域代表になり、

さらに兼任として国際赤十字連盟の緊急救援・クライシス対応をおこなっています。彼女の

目にはケニアはどう映っているのでしょう。彼女のケニアでの活動のモチベーションは一体

なんなのか聞いてみたい。イルファー釧路の活動の一つの柱であるケニア医療支援・HIV 支

援の現状をもう一度現地からの声で語ってもらいたい。そういう想いで、このお二人をお呼

びします。（※ 映画、風に立つライオン（大沢たかお・石原さとみ）も観てね！）


